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アジェンダ２１すいた 

 

総会 

アジェンダ２１すいた定時総会を開催しました。（議事概要） 

 

平成２９年度アジェンダ２１すいた定時総会 議事概要 

１ 日時：平成２９年７月１７日（月・祝）午後１時００分～午後２時３０分 

２ 場所：千里山コミュニティセンター 多目的ホール 

３ 現在の正会員数 ６４名 

４ 出席者数 ３５名 

◆議決権あり ５１名（内訳 本人出席者３３名 書面評決者１５名 評決委任者３名） 

◆議決権なし ２名 

５ 審議事項 

・第１号議案 平成２８年度事業活動報告承認の件 

・第２号議案 平成２８年度収支決算書承認の件 

・平成２８年度事業活動報告及び決算書に関する監査報告 

・第３号議案 平成２９年度事業活動計画承認の件 

・第４号議案 平成２９年度収支予算書承認の件 

・第５号議案 役員選任の件 

６ 議事の経過の概要及び議決の結果 

・定時総会開会 

喜田氏を司会進行役として、総会が開会した。 

・開会のあいさつ 

三輪代表があいさつを行った。 

吹田市環境部長 中野氏が吹田市長後藤圭二氏のメッセージを紹介した。 

・議事 

司会一任により、福井氏を議長に選任し、議事に入った。 

議長より議事録署名人として荒堀氏、馬場（慶）氏を指名した。 

議長の進行により、下記のとおり、議案審議を行った。 

（１）第１号議案「平成２８年度事業活動報告承認の件」・第２号議案「平成２８年度収支決算書承認

の件」について審議をした。第１号議案は三輪代表から、第２号議案は水川副代表から提案説明を行っ

た。米田監事の代理人である株式会社リコージャパンの尾崎氏が、平成２８年度事業活動報告及び決算

書に関する監査報告を行った。 

第１号議案及び第２号議案について、議長が決議を求めたところ、以下の質疑が行われた。 

質疑応答 

【議長】ただいま、三輪代表ならびに水川副代表から提案説明、尾崎さんから監査報告がございました。 

いかがでしょうか。ご発言の際は、挙手をしていただいてお名前をおっしゃってから、３分以内で発言 
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をお願いいたします。 

【Ａさん】郵送料の支出内容を教えてください。 

【事務局】会員と関係団体等に向けて、毎月、会議予定の案内やチラシを送付しています。また、定期

的にニュースレター・エコプレスを郵送しています。 

【Ｂさん】「暮らしのＣＯ２ダイエット」の取り組み世帯数が議案書に掲載されていますが、冊子の配布 

戸数を教えてください。 

【事務局】冊子は配布ではなく、お申し込みをしていただいた方に配布させていただいております。お 

申し込みは「２７３世帯」で、そのうち提出がありました「１４０世帯」を取り組み世帯数としており 

ます。（定時総会後に、再度、集計したところ、定時総会時に未集計のものがあったため、実際は、申 

し込みのあった世帯が「２７６世帯」、取り組み世帯が「１６５世帯」である。） 

第 1号議案及び第 2号議案について、議長が議決を求めたところ、全員異議無く、原案どおり承認可決

した。 

（２）第３号議案「平成２９年度事業活動計画承認の件」及び第４号議案「平成２９年度収支予算承認

の件」について審議をした。第３号議案については三輪代表、第４号議案については水川副代表から提

案説明を行った。議長がこれを議場に諮ったところ以下の質問が行われた。 

質疑応答 

【Ｃさん】議案書２１ページに記載されています、「小中学校環境担当者会議」とは何ですか。 

【代表】市内各小中学校の教諭に環境担当者が割り当てられており、その担当者が１年に何度か集まら

れる場のことです。そこで、「アジェンダ２１すいた」が少しお時間をいただき、「学校版暮らしのＣＯ

２ダイエット」について説明させていただいております。 

【Ｃさん】市内に小中学校はいくつありますか。 

【事務局】小学校が３６校、中学校が１８校です。 

【Ｃさん】「学校版暮らしのＣＯ２ダイエット」は、学校における出前講座に該当しますか。 

【代表】「学校版暮らしのＣＯ２ダイエット」の冊子を作成している段階では、市内の３校で出前講座を

実施しました。昨年度は、宣伝活動を進めましたが実施を許可してもらえる学校が見つかりませんでし

たので、今年度は許可を得られるよう力を入れていきたいと思います。 

【Ｃさん】３校は少ないのではないでしょうか。 

【代表】「アジェンダ２１すいた」の団体会員として、公益財団法人千里リサイクルプラザが加入して

おります。当団体は出前講座を実施していますが、「アジェンダ２１すいた」でもこれから進めていこ

うとしているところです。しかし、関係団体と協力関係を築いていくことは至難の業で、学校に本取り

組みを実施してもらえるよう理解を得るのは難しいと感じています。 

【Ｃさん】行政として、出前講座はしないのでしょうか。 

【代表】茨木市と吹田市は、出前講座の組織体系が異なります。茨木市には、出前事業団体が茨木市に

登録されていますが、吹田市はそのような体制ではありません。 

環境分野では、主に、公益財団法人資源リサイクルプラザが出前講座を実施していると同時に、「アジ

ェンダ２１すいた」や「ＮＰＯ法人すいた市民環境会議」等もボランティアで実施しています。個人的

な意見ですが、吹田市は、ボランティアの活動を重視しているのではないかと思います。 

【Ｃさん】校長会で「学校版暮らしのＣＯ２ダイエット」について、話をしてはどうでしょうか。 

【議長】議長ではなく、本件について環境担当者会議で説明した者として申し上げます。教育委員会が 

主催した環境担当者会議ですので行政がからんでいますが、この取り組みはなかなか理解が得られない 
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状況です。 

【Ｄさん】「学校版暮らしのＣＯ２ダイエット」は、全体事業からエネルギー部会の事業として扱うこと

になっています。これは、本事業に力が入っていないからではないかと感じますがいかがでしょうか。

また、教育委員会を「アジェンダ２１すいた」の幹事として迎え、この事業等において連携してはどう

でしょうか。 

【代表】全体事業からエネルギー部会の事業へ変えたのは、全体事業ですと力が分散してしまうため、 

エネルギー部会に本事業へ集中してもらう方が、より実行力があると考えたからです。また、教育委員 

会にご協力いただく件については、検討を進めます。 

【Ｅさん】市民向けの「暮らしのＣＯ２ダイエット」を今年度より実施しない計画のようですが、これ 

は環境家計簿を「学校版暮らしのＣＯ２ダイエット」に切り替えていくという理解でよろしいでしょう 

か。 

【代表】環境家計簿（「暮らしのＣＯ２ダイエット」）について、市民の取り組みを増やすための方策と

して、２つの方向性を考えています。ひとつは、学校版の「暮らしのＣＯ２ダイエット」を実施し市内

の小中学生に浸透すること、もうひとつは、エコアクション事業者向けのものを実施し、吹田市内の従

業員さまへ広めていくことです。 

また、さらに視野を広げて、今後、地球温暖化防止プロジェクトである「すいたクールアース大作戦」

をさらに拡充していく予定です。 

【Ｅさん】市民向けのもの参加者が減ってきて、スタッフがやる気をなくしているようですが、１０年 

近く続いた取り組みですので実施しなくなるのではなく、参加者を増やす方法を考えてほしいと思いま 

す。 

【代表】幹事会で本取り組みの拡充の方法について検討して参ります。 

【Ｆさん】部会はなくす方向性でしょうか。 

【代表】これまでの総会で、部会をなくすという話はしていません。新たな活動を行うためにプロジェ 

クトを立ち上げるというお話をしてはいると思います。 

【Ｆさん】「アジェンダ２１すいた」は、他団体と一緒になって難しい環境問題に取り組む組織と思っ 

ています。万博記念公園や市内の緑地、千里北・千里南公園など吹田市内の緑を保全することが役割な 

のではないでしょうか。緑や里山を保全する活動、ここに力を発揮するのが「アジェンダ２１すいた」 

ではないでしょうか。事務局から、行政への提案ではなく『吹田市第 2次環境基本計画』にもとづいて 

活動してほしいといわれているようですが、そのような組織では力が発揮できないのではないでしょう 

か。 

【代表】吹田市内の各団体が連携するための組織が「アジェンダ２１すいた」と考えております。よっ

て、今後、ますます各主体間の連携を深めていきたいと思っております。 

緑の保全については、これまで扱ってこなかったことですので、議論がまだできていないところです。

ただし、『吹田市第 2 次環境基本計画』に則した活動をやらされている「アジェンダ２１すいた」とい

う表現は、適切ではないと思います。なぜなら、本団体は、市民・事業者・行政の三者協働によって行

動計画が策定され、計画の推進、進行管理を行い、実行性を高めていく組織です。そして、平成 27 年

度、行動計画に第２次環境基本計画が吸収されることが決まり現在に至っているからです。 

【事務局】ご承認いただく事項ではないのですが、郵送料についてお伺いしたいことがあります。費用 

削減のため、今後は徐々に通常の連絡をメールにしていきたいと考えていますが、いかがでしょうか。 

メールによる連絡は困るという方はおられますか。 
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【会場】数名、挙手。 

第４号議案「平成２９年度収支予算書承認の件」について、議長が議決を求めたところ、全員異議なく、

原案どおり承認可決した。 

（３）第５号議案「役員選任の件」について審議をした。第５号議案については事務局から提案説明を

行った。 

第５号議案について、議長が議決を求めたところ、全員異議なく、原案どおり承認可決した。 

選任された役員が会場前方の出入り口に集まり三役員を決定した。 

代表より、役員の紹介があった。 

【代表】引き続き、三輪の方で代表をさせていただきます。副代表に水川氏。会計には大阪大学の白川

氏。 

以上すべての審議が終了し、議長を解任した。 

 

７ 「役員の選任基準について」の説明 

事務局が役員の選任基準について、配布資料「役員選出基準細則」（案）をもとに説明し、次回からは、 

この細則に従って役員の選任を実施する旨を報告した。 

以上、第１部（議案審議）定時総会が閉会した。 


